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グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
川
流
域
の
都
市
雪

山
、

崎

俊

郎

　
　
　
　
　
　
　
一
、
は
　
じ
　
め
　
に

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
西
端
に
位
置
す
る
イ
ベ
リ
ア
半
島
は
、
最
狭
小
部
一
五
粁
ほ
ど
の
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
挾
ん
で
北
ア
フ
リ
カ
の
モ
ロ
ッ

コ
と
対
し
・
地
中
海
の
西
を
掘
す
る
地
理
的
位
置
に
あ
る
。
ピ
レ
ネ
…
の
天
険
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
六
〇
万
平
方
粁
に
及
ぶ
こ
の
巨

大
な
半
島
が
、
他
の
西
欧
諸
国
と
か
な
り
異
っ
た
歴
史
を
歩
ん
で
来
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
積
み
重
ね
ら
れ
、
混
合
さ
れ
た
文
化
の
足

跡
を
今
も
な
お
歪
る
と
こ
ろ
に
見
出
す
ζ
と
が
で
き
る
。

　
暗
黒
時
代
と
い
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
に
於
て
、
イ
ベ
リ
ア
は
最
も
輝
や
か
し
い
文
化
の
華
を
開
か
せ
た
地
域
で
あ
り
、
こ
と
に
八
世
紀

か
ら
十
世
紀
末
に
い
た
る
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
は
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
。
西
ゴ
ー
ト
王
国
の
首
都
ト
レ
ド
に
代
っ
て
、
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
川
中
流
に
位

置
す
る
コ
ル
ド
バ
が
栄
え
、
セ
ビ
リ
ア
や
、
シ
エ
ラ
ネ
バ
ダ
山
脈
北
麓
の
水
に
恵
ま
れ
た
グ
ラ
ナ
ダ
が
空
前
の
賑
わ
い
を
み
得
る
。
ζ
れ
ら
の
都

市
は
い
ず
れ
も
、
フ
エ
ニ
キ
ア
の
植
民
や
ロ
ー
マ
時
代
に
遡
る
古
い
歴
史
を
も
つ
カ
ジ
ス
、
マ
ラ
ガ
、
ア
ル
メ
リ
ア
な
ど
南
部
海
岸
諸
都
市
と
と

も
に
、
現
琵
至
る
ま
で
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
を
叢
す
る
各
県
の
忠
都
市
と
な
快
い
る
。

　
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
川
は
全
長
約
五
六
〇
粁
、
流
域
面
積
約
五
七
〇
〇
〇
平
方
粁
。
シ
エ
ラ
モ
レ
ー
ナ
山
脈
の
東
南
部
に
源
を
発
し
、
西
流
し
て

コ
ル
ド
バ
か
ら
セ
ビ
リ
ア
に
至
り
、
南
下
し
て
サ
ン
ル
カ
ー
ル
・
デ
・
バ
ラ
メ
ダ
か
ら
大
西
洋
に
注
ぐ
。
ま
た
、
ピ
レ
ネ
ー
に
劣
ら
な
い
高
峻
な

シ
エ
ラ
ネ
バ
ダ
山
脈
は
地
糸
海
岸
に
迫
る
が
、
そ
の
北
麓
に
は
園
教
徒
最
後
の
首
都
グ
ラ
ナ
ダ
が
あ
り
、
ヘ
声
量
ル
川
は
こ
れ
よ
り
西
北
流
し
て
、

パ
ル
マ
・
デ
ル
・
リ
オ
で
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
本
流
と
合
す
る
。

　
ム
ー
ア
人
の
イ
ベ
”
ア
侵
入
と
深
い
關
わ
り
を
持
つ
こ
れ
ち
流
域
は
、
ま
た
最
も
ス
ペ
イ
ン
ら
し
い
地
域
的
特
色
を
留
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
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三
Q

あ
る
ρ
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
の
八
面
の
う
ち
、
・
地
中
海
に
面
し
た
ア
ル
メ
リ
ア
、
．
グ
ラ
ナ
ダ
、
〉
マ
ラ
が
各
県
の
一
部
を
除
い
て
、
ウ
エ
ル
バ
、
カ

ジ
ス
」
セ
ビ
リ
ア
、
コ
ル
ド
バ
、
ハ
ェ
ツ
の
各
県
は
、
こ
の
川
の
本
支
流
沿
い
に
多
く
の
集
落
を
発
達
さ
せ
・
景
観
の
上
か
ら
も
フ
ラ
ン
ス
に
近

い
ピ
レ
ネ
』
山
麓
の
バ
ス
ク
、
．
・
ナ
バ
ラ
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地
方
な
ど
と
は
異
な
る
趣
を
み
せ
て
い
る
。
」
・
「
F
　
一

　
こ
の
稿
に
関
連
し
て
巡
検
し
た
集
落
は
、
ラ
・
マ
ン
チ
ャ
地
方
の
マ
ン
サ
ナ
ー
レ
ス
に
始
ま
り
、
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
に
入
う
て
ハ
エ
ン
冒
窪
県

の
ア
ン
ド
ハ
ル
》
昌
山
蕊
鍵
、
・
コ
ル
ド
バ
・
O
ひ
a
o
げ
㊤
県
の
モ
ン
ト
ロ
】
≦
o
昌
8
周
。
、
　
コ
ル
ド
バ
O
ひ
a
o
げ
や
、
パ
ル
マ
・
デ
ル
“
・
リ
オ
℃
巴
ヨ
餌

二
一
．
凌
9
セ
ビ
リ
ア
県
セ
ビ
リ
ア
ω
。
〈
二
軸
、
涛
ジ
ス
県
カ
ジ
ス
O
笛
象
ω
、
r
サ
ン
ル
カ
ー
ル
・
デ
・
バ
ラ
メ
ダ
ω
魯
巳
⇔
。
胃
畠
o
U
d
三
寸
目
。
9
・

皇
ル
バ
県
ウ
エ
ル
バ
匡
仁
①
ぎ
・
ナ
ヤ
モ
γ
テ
〉
醤
。
§
等
で
あ
舳
・

　
西
欧
諸
国
に
較
べ
、
一
般
に
都
市
化
の
遅
れ
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
は
、
島
填
地
域
を
含
め
全
土
で
五
〇
県
か
ら
な
る
が
、
、
人
口
・
一
〇
万
人
以
上
の

都
市
三
七
（
う
ち
県
庁
所
在
地
一
、
一
七
〉
、
．
五
〇
万
人
以
上
に
な
る
と
、
首
府
の
マ
ド
リ
ー
ド
」
（
三
一
五
万
y
を
は
じ
め
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
（
一
七
百

万
）
、
・
バ
レ
・
シ
ア
（
六
五
万
）
、
、
菩
夢
．
（
五
五
万
）
の
四
書
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
殉
・
都
市
化
の
進
捗
が
遅
い
と
い
う
こ
と
は
二
面
・
．
都

市
の
歴
史
的
発
展
過
程
を
考
察
す
る
場
合
、
再
開
発
等
に
よ
る
過
去
の
歴
史
的
景
観
の
破
壊
が
少
な
い
故
に
便
宜
が
多
い
利
点
が
あ
る
。
本
報
告

に
関
連
す
る
都
市
は
前
詔
の
う
ち
、
＼
主
と
し
て
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
川
沿
い
の
六
市
で
、
現
地
役
場
で
得
た
平
面
図
を
も
と
に
若
干
の
解
説
を
つ
け

加
え
た
い
。
こ
と
に
、
歴
史
的
都
市
ど
し
て
知
ら
れ
る
コ
ル
ド
バ
、
せ
ビ
リ
ア
で
は
、
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
都
市
計
画
に
う
い
で
ふ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
二
、
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
川
流
域
の
地
域
的
特
色

　
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
川
の
語
源
と
な
っ
た
ム
ー
ア
人
の
≦
鋤
象
巴
胃
Φ
三
目
は
「
大
き
な
川
」
を
意
味
す
る
。
北
部
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
勢
力
が

拡
大
し
、
い
わ
ゆ
る
レ
コ
ン
キ
ス
タ
が
完
了
す
る
の
は
一
五
世
紀
末
で
あ
る
が
、
イ
ベ
リ
ア
北
部
に
較
べ
、
年
間
を
通
じ
て
明
る
い
太
陽
と
、
乾

燥
地
域
に
し
て
は
比
較
的
水
に
恵
ま
れ
た
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
は
、
永
ら
く
回
教
徒
達
に
と
っ
て
統
治
に
値
す
る
沃
野
で
あ
っ
た
。
．
一
．
．
－

－
、

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
の
自
然

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ピ
玩
ネ
ー
に
始
ま
巻
」
モ
と
か
「
斗
星
ウ
ッ
ペ
の
ア
．
フ
ザ
カ
」
等
の
表
現
は
、
イ
ベ
リ
ア
の
住
民
に
と
っ
て
好
も
し
い
言
葉
で

は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
緑
の
多
い
季
節
で
す
ら
航
空
機
で
西
欧
か
ら
ピ
レ
ネ
ー
を
越
え
る
と
、
広
大
な
赤
茶
け
た
大
地
の
拡
が
り
に
驚
か
さ
れ



第1表地方別高度分布＊

地　　　　　　　方
200m
ﾈ下

201～
U00m

601～
P，000m

1，001～

Q，000m
2，000m
ﾈ・上

計（＊＊）

ikm2）

ア　　ン　ダ　　ル　　シ　ア 23，7e7 31，826 19，717 11，385 632 87，268

　　一　　　　　　　　　　　　　　　　“
A　　　　フ　　　コ　　　　ン 1，525 18，138 13，133 13，919 935 47，669

アr X　　ト　リ　ア　ス 2，070 3，373 2，650 2，447 25 10，565

カスチーリャ・ラ・ヌエバ 一 10，077 46，804 ．15，148 334 72，363

カズチーリャ・ラ・ビエハ ’1，365
4，「 P86 37，589 22，835 131 66，107

カ．、・タ　　ノレ　　一　　ニ　　ャ 6，435 9，593 　掴P0，614 3，118 2，169 31，930

エス　ト　レマ　ド　一　ラ 1，111 361143 3，643 705
一 41，602

ガ’　リ　　シ　　ア 4，981 15ラ206 7，261 1，985 一 29，434

レ　　　　　オ　　　　　ン 20 722 28，273 9，289 5呂 38，363

ム　　　　ル　　　　シ　　　　ア 1，692 6，022 14，731
、3，729

一 26，175

バ　　　レ　　ン　　シ　　ア ・6，101 8う121 7，527 ．1，556
酌
一 23，305

バ　　ス　ク　・　ナ　バ　　ラ 1，625 9，509 5，511 1，037 一 17，682

バ　　　レ　　ア　　　レ　　ス 4，247 630 87．
1　50 一 5，014

カ　　ナ　　リ　　ア　　ス ．2，531 2，480 755 1，262 245 7，273

計 57，410 156，026 198，295 88，445 、4，547 504，750

Emilio　A塒a　Rivar6s：Geoqrafia　de　Espa肱により山崎補訂

ESPANA　Anuario　Estadistico　1977による
＊
綿

る
。
こ
の
景
観
の
変
化
は
内
陸
に
入
る
ほ
ど
顕
著
で

あ
り
、
中
央
部
の
首
都
マ
ド
リ
ー
ド
は
砂
漠
の
中
に

都
市
が
開
け
る
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
加
え
て
全

土
が
高
原
状
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
は
、
一
層
そ
の
自
然

を
厳
し
い
も
の
に
し
て
い
る
。

　
第
一
表
は
ス
ペ
イ
ン
の
地
方
別
高
度
分
布
を
示
す

幅
国
土
の
二
七
．
四
％
を
占
め
る
新
旧
カ
ス
チ
ー

リ
ャ
（
ヌ
エ
バ
一
四
・
三
％
、
ビ
エ
ハ
＝
二
二

％
）
は
、
約
八
九
％
が
高
度
六
〇
〇
米
以
上
で
、
多

く
は
土
壌
の
未
発
達
な
メ
セ
タ
で
あ
る
。
そ
れ
に
較

べ
る
と
、
地
方
別
面
積
］
七
・
三
％
で
最
大
の
ア
ン

ダ
ル
シ
ア
で
は
、
六
〇
〇
米
以
下
が
六
三
・
六
％
と

な
り
殊
に
二
〇
〇
米
以
下
は
二
七
・
一
％
で
、
こ
れ

、
は
ス
ペ
イ
ン
全
土
の
四
一
・
三
％
に
も
相
当
す
る
。

日
照
を
好
み
乾
燥
に
も
強
い
作
物
を
選
び
、
若
干
の

潅
概
が
伴
な
え
ば
農
耕
地
た
り
う
る
。
グ
ア
ダ
ル
キ

ビ
ル
川
の
左
岸
、
特
に
支
流
の
ヘ
ニ
ル
川
流
域
は
ロ

ー
マ
時
代
か
ら
開
か
れ
、
回
教
徒
に
よ
っ
て
グ
ラ
ナ

ダ
が
最
後
ま
で
拠
点
と
し
て
繁
栄
し
た
の
も
豊
か
な

農
産
物
が
そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
気
温
・
降
水
量
の
地
域
的
分
布
を
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
、
第
二
表
の
ご
と
く
、
半
島
北
西
部
か
ら
カ
ン
タ

＝
＝



．第2表　地域別気温（。C）・降水量rmm）

　　　　　　　月

s市
1．2．3． 4．5．6． 7．8．9． 10．11．12． 1年

ラ・コルーニャ
10．0
P80

14．4

@92
ま9．0

P25
12．3
S60

13．9
W57

ビ　ル　バ　オ
9．2
Q73

14．8
Q12

19．6
Q78

11．5
R74

11．5

P，137

ア　　　ビ　　ラ
4．3
Q4

．12．5

P36
17．2
P27

5．9

?T5．
1α0
S42

　　　　℃

}　ドリー　ド
8．3
U6

16．3
P49

21．3
P70

＆9
Q12

13．7
T97

バ　ダ　ホ　ス
10．7

@92
19．5
P72

24．8

@70
12．4
Q55

16．9
T89

バンプ白一ナ
7．4
P97

ユ4．4

P66
18．1

Q39‘

8．4
P94

12．1
V96

回目セロナ
11．2

@59
17．9

@79
22．7
Q47

13．7
P07

16．4
S92

バ　レ　ン　シア
11．8
@20

18．2
P77

24．1

@81
14．5
P50

17．2
S28

ム　ル　　シ　ア
12．3

@32
19．6
P81

25．7

@91
15．0

@84
18．2
R88

カ ジ ス
13．1
205

18．4
140

24．1
100

15．1
．323

コ　ル　　ド　バ
10．6

　68
19．2
150

25．5

　70
12．5
355

グ　ラ　ナ　ダ 8
4

．
8

7
r

16．4
120

22．8

　26

ア
ー
ム

．
4

Q
y
2

ノ、 工 ン
10．3
148

18．7
148

25．2

　32
11。6
255

セ　ビ　リ　ア
12．7
174

20．4
118

2．6．5

　85
14．7
366

アルメ　リア
13．2

　21
18．9
110

24．3

　32
14．3

　79

ウ　エ　ル　バ
13．3
133

19．2

　74
24．7
131

工4．8

310 曇

マ ，
フ

ガ
12．1
166

17．9
128

24．3

　16
14．7
379

パルマ・デ・
　　マジョルカ

11．1

　61
18．9

　83
24．8
121

14．1
227

ESPANA　Anuario　EstadIsticQ　1977により山崎補訂



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ブ
リ
ア
海
に
か
け
て
の
地
域
に
年
間
一
〇
〇
〇
ミ
リ
、
部
分
的
に
は
二
〇
〇
〇
ミ
リ
に
達
す
る
降
水
量
を
み
る
が
、
一
般
に
内
陸
に
進
む
に
従
い

減
少
し
て
地
中
海
岸
で
は
極
め
て
寡
雨
と
な
る
。
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
流
域
で
は
河
口
に
近
い
カ
ジ
ス
で
年
間
七
六
八
ミ
リ
、
上
流
に
向
う
に
従
い

セ
ビ
リ
ア
七
四
三
ミ
リ
、
コ
ル
ド
バ
六
四
三
ミ
リ
、
ハ
エ
ン
五
八
三
ミ
リ
、
グ
ラ
ナ
ダ
四
七
一
ミ
リ
と
な
り
海
洋
か
ら
の
影
響
が
減
少
す
る
。
季

節
的
に
も
夏
の
高
温
時
に
極
端
に
乾
燥
し
、
前
記
都
市
で
三
ケ
月
間
に
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
、
八
五
、
七
〇
、
三
二
、
二
六
ミ
リ
と
、
わ
が
国
の
よ

う
な
モ
ン
ス
：
ン
地
域
の
住
民
か
ら
は
想
像
し
が
た
い
厳
し
さ
で
あ
る
。
一
九
七
六
年
度
の
最
高
温
は
セ
ビ
リ
ア
の
四
二
・
八
度
で
あ
り
、
七
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

年
に
は
四
四
・
○
度
を
記
録
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
フ
リ
カ
と
い
わ
れ
る
一
面
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。

2
、

ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
社
会
的
・
経
済
的
地
位

　
風
土
か
ら
み
て
、
必
ら
ず
し
も
農
業
に
は
適
さ
な
い
ス
ペ
イ
ン
の
中
で
、
古
く
か
ら
農
業
地
域
と
し
て
の
特
色
を
持
ち
な
が
ら
発
展
し
て
き
た

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
で
あ
る
が
、
工
業
化
の
促
進
に
努
め
つ
つ
あ
る
現
代
ス
ペ
イ
ン
に
於
て
も
、
な
お
そ
の
特
徴
を
強
く
留
め
て
い
る
の
が
こ
の
地
域

で
あ
る
。

　
第
三
表
は
、
こ
の
地
方
を
構
成
す
る
八
専
と
、
工
業
化
の
進
ん
だ
主
要
各
県
の
代
表
都
市
を
記
す
。
生
産
額
で
は
、
漸
く
工
業
国
と
み
ら
れ
る

地
位
に
ま
で
進
展
し
て
き
た
こ
の
国
の
中
で
も
、
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
は
未
だ
に
第
一
次
産
業
比
率
の
高
い
地
域
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
大
都
市
を
有

し
な
が
ら
、
マ
ラ
ガ
、
カ
ジ
ス
、
セ
ビ
リ
ア
各
県
を
除
い
て
は
、
人
口
密
度
か
ら
み
て
全
国
平
均
に
及
ば
な
い
し
、
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
を
遡
る
に

つ
れ
一
次
の
比
率
が
大
き
い
。
セ
ビ
リ
ア
三
一
・
二
％
、
コ
ル
ド
バ
四
六
・
九
％
、
甲
山
ン
五
一
・
七
％
、
グ
ラ
ナ
ダ
五
一
・
一
％
と
な
り
、
マ

ラ
ガ
、
カ
ジ
ス
、
セ
ビ
リ
ア
で
比
較
的
割
合
の
小
さ
い
の
は
、
商
工
業
的
機
能
と
観
光
・
保
養
的
要
素
の
よ
り
高
い
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
工

業
化
の
進
ん
だ
マ
ド
リ
ー
ド
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
ビ
ス
カ
ヤ
（
県
都
ビ
ル
バ
オ
）
、
ギ
プ
ス
コ
ア
（
県
都
サ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
）
等
の
第
一
次
比

率
と
較
べ
る
と
対
照
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
人
当
り
の
県
民
所
得
に
も
現
れ
て
い
る
。
即
ち
五
〇
県
に
お
け
る
所
得
順
位
で
は
、
上
欄

の
先
進
県
が
全
国
の
上
位
を
占
め
る
の
に
対
し
、
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
各
県
は
い
ず
れ
も
低
く
、
経
済
的
に
遅
れ
た
地
方
の
現
実
を
示
し
て
い
る
。

　
素
朴
な
人
達
の
住
む
、
古
い
多
く
の
歴
史
的
都
市
と
、
眩
し
く
陽
光
に
照
ら
障
れ
た
白
亜
の
小
集
落
は
、
こ
の
地
域
の
特
色
あ
る
景
観
で
あ
る

が
、
底
に
流
れ
る
物
憂
い
や
る
せ
な
さ
は
、
こ
の
経
済
的
貧
困
と
決
し
て
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。

　
オ
リ
ー
ブ
で
全
国
屈
指
の
生
産
高
を
あ
げ
、
ま
た
ブ
ド
ウ
、
ハ
タ
ン
キ
ョ
ウ
、
オ
レ
ン
ジ
、
ポ
ン
カ
ン
、
レ
モ
ン
な
ど
の
果
樹
の
ほ
か
麦
類
、

三
三



第3表　アンダルシアと主要各県の職業別人口と生産額

県
人　　口＊

i1970）

密　度＊

l／km2

職業別人口（％）＊＊ 生産額（％）＊＊＊

・次・次1・次 ・次t・次・次

＊＊＊

鞄ｾ．

㊧ﾊ
－
　
　
q
り

11

ワ
一
　
　
4

40．1

55．4

34。1

52．7

55．8

56．0

40．5

35．6

37．4

33．9

1．6

2．8

17．9

5．1

8．7

31．3

47．0

31．9

52．0

51。9

67．1

50．2

50．2

42．9

39．4

45

@
4
1
　
2
1
　
1
8
　
4
9
　
3
2
　
1
7
　
2
8

20．0 30．1 26．1 26．6 47．2

18．4 30．5 26．7 20．9 52．4

27．6 38．3 16．9 25．4 57．7

29．9 36．9 21．4 33．2 45．4

22．1 26．1 26．5 27．7 45．8

22．9 30．2 29．7 25．7 44．6

30．9 37．9 21．2 27．3 51．5

28．8 32．3 24．2 32．7 43．1

3
　
ユ
　
β
　
3
　
3
　
3
　
ユ
　
ユ
　
。
2
　
。
7
　
2
　
2
か

3
4
3
0
9
1
0
　
4
9
5
1
3
4
3
3
5
1
4
6
3
1
3
8

474

508

164

471

316

マドリード

バル州内ナ

バレンシア

ビスカヤ
ギプスコア

3，792，561

3，929，194

1，767，327

1，043，310

631，003

43
@
5
9

119

120

49
@
5
3
　
9
5
　
3
9

　　375，004

　　733，375

　　867，330

　　885，433

　　661，146

　　724，116

1，327，190

　　397，683

アルメリア
ダ
　
ガ
　
ス
　
ン
　
バ
　
ア
　
バ

ナー
フ

ラ
　
ジ
　
エ

ド

リ

ノレ

ル
　
ビ
　
エ

グ
　
マ
　
カ
　
バ
　
コ
　
セ
　
ウ

全 国 34，032，801 67　　40．7　28．9 30．4 16．1 35．3　　48．6

　　＊ESPANA　Anuario　Estadistica　1977

＊＊Geografia　de　Espa負a　Ilustrada　Sopena，1974

＊＊＊Emilio　Alija　Rivar6s＝Geografia　de　Espaia，1973註⑧

三
四

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
豆
類
、
ト
マ
ト
、
玉
ネ
ギ
、
野

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

菜
類
な
ど
を
生
産
す
る
。
ま
た
、
牛
、
羊
、
山

羊
、
豚
、
馬
弓
の
総
量
（
合
計
ト
ン
数
）
も
ガ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

シ
ア
地
方
に
次
い
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
旧

態
依
然
た
る
大
土
地
所
有
経
営
の
上
に
、
成
り
立

　
　
　
　
　
⑪

っ
て
い
る
た
め
、
非
土
地
所
有
の
農
業
労
働
者
を

含
め
た
貧
農
が
多
く
、
国
内
外
へ
の
移
民
多
出
地

　
　
　
　
　
　
　
⑫
⑬

域
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
フ
リ
カ
と
い
わ
れ
る
こ
と
を

好
ま
ず
、
自
ら
は
西
欧
先
進
諸
国
の
一
員
た
ら
ん

と
望
み
な
が
ら
、
急
激
に
工
業
化
へ
の
道
を
歩
ん

で
い
る
ス
ペ
イ
ン
で
あ
る
が
、
な
お
数
々
の
社
会

的
．
経
済
的
諸
問
題
を
抱
え
て
い
る
現
状
で
あ

る
。
そ
の
一
つ
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
分
裂
の
気
配

で
あ
り
、
強
い
、
地
方
自
治
権
拡
大
へ
の
動
き
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
イ
ス
パ
ニ
ア
王
国
成
立
以
前
か

ら
の
歴
史
的
経
過
に
起
因
す
る
点
も
多
い
と
は
い

え
、
大
き
い
社
会
的
経
済
的
地
域
格
差
の
現
実
も

見
逃
せ
な
い
。
バ
ス
ク
、
ナ
バ
ラ
、
ア
ラ
ゴ
ン
、

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
等
、
殆
ん
ど
西
欧
諸
国
と
変
ら
な

い
先
進
地
域
も
あ
れ
ば
、
移
民
、
出
稼
ぎ
の
送
金

で
貧
し
い
生
計
を
維
持
し
て
い
る
地
域
も
多
い
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

国
民
教
育
も
随
分
充
実
し
て
き
た
も
の
の
、
今
な
お
文
盲
率
も
低
く
は
な
い
。
少
な
い
順
に
、
一
位
バ
レ
ア
レ
ス
○
・
一
二
％
、
九
位
ギ
プ
ス
コ

ア
○
・
六
一
％
、
二
二
位
マ
ド
リ
ー
ド
一
・
三
三
％
、
二
三
位
ビ
ス
カ
ヤ
一
・
四
二
％
、
三
一
位
バ
ル
セ
ロ
ナ
ニ
・
五
七
％
、
三
三
位
マ
ラ
が
三

・
四
九
％
、
三
八
位
ア
ル
メ
リ
ア
四
・
八
二
％
、
四
二
位
コ
ル
ド
バ
五
・
三
五
％
、
四
三
位
ウ
エ
ル
バ
五
・
七
八
％
、
四
四
位
グ
ラ
ナ
ダ
六
・
〇

五
％
、
四
八
位
セ
ビ
リ
ア
七
・
九
〇
％
、
四
九
位
ハ
エ
ン
九
・
九
〇
％
、
五
〇
位
カ
ジ
ス
一
二
・
六
七
％
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地

方
の
八
県
は
、
い
ず
れ
も
下
位
に
低
迷
し
て
い
る
。

三
、
小
都
市
及
び
在
郷
町
の
事
例

　
マ
ド
リ
ー
ド
の
南
、
い
わ
ゆ
る
ラ
・
マ
ン
チ
ャ
地
方
、
シ
ウ
ダ
ー
ド
・
レ
ア
ル
県
の
ア
ル
マ
グ
ロ
に
つ
い
て
は
一
九
七
四
年
冬
に
巡
検
の
機
会

が
あ
り
、
近
世
の
プ
ラ
サ
景
観
で
得
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
今
回
巡
検
し
た
同
県
の
マ
ン
サ
ナ
レ
ス
と
と
も
に
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
。
こ
の
よ

う
な
小
都
市
、
在
郷
の
市
場
町
は
、
都
市
化
の
遅
い
ス
ペ
イ
ン
、
で
は
殆
ん
ど
近
世
と
変
ら
ぬ
景
観
を
留
め
て
お
り
、
集
落
研
究
に
甚
だ
好
都
合
で

あ
る
。

　
今
回
の
場
合
、
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
川
流
域
各
県
で
郡
の
中
心
集
落
で
あ
る
勺
銭
け
乙
。
冒
象
9
巴
、
即
ち
多
く
は
県
庁
所
在
地
に
次
ぐ
、
い
わ
ゆ

る
O
。
昌
霞
。
匹
Φ
ω
島
跨
Φ
㊤
8
ヨ
㊤
9
9
一
の
機
能
を
も
つ
小
都
市
を
選
ん
だ
。

－
、

ハ
エ
ン
冒
価
昌
県
・
・
ア
ン
ド
パ
ル
〉
昌
山
蕊
周

　
県
庁
所
在
地
ハ
エ
ン
（
七
・
八
九
）
、
リ
ナ
レ
ス
ピ
昆
錠
霧
（
五
・
一
万
）
に
次
い
で
人
口
三
・
一
万
つ
他
に
ウ
ベ
ダ
d
げ
。
爵
（
三
．
○
万
）
、
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ル
ト
ス
ζ
母
8
。
・
（
二
・
一
万
）
、
ア
ル
カ
ラ
・
ラ
・
レ
ア
ル
≧
8
匡
貯
”
。
巴
（
二
・
一
万
）
等
の
都
市
が
あ
る
。
ア
ン
ド
ハ
ル
郡
（
一
八
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

一
平
方
粁
、
＝
自
治
体
・
町
村
、
七
・
九
万
）
、
の
中
心
集
落
で
海
抜
二
一
二
米
。

　
第
一
図
は
市
域
全
図
で
、
プ
ラ
サ
・
デ
・
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
を
囲
み
、
役
場
・
教
会
・
郵
便
局
が
あ
り
市
街
中
で
最
も
落
着
い
た
雰
囲
気
を
持
つ
。

役
場
の
東
二
〇
〇
米
、
古
い
城
壁
が
一
部
残
り
、
そ
の
一
画
は
カ
ス
テ
ィ
リ
ヨ
（
城
）
で
あ
る
。
地
元
の
人
は
、
ロ
マ
．
ー
ノ
の
城
壁
と
城
趾
と
い

う
が
、
そ
の
ま
ま
に
は
信
じ
難
い
。
し
か
し
、
ロ
ー
マ
、
回
教
徒
の
時
代
に
続
き
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
三
世
が
一
一
五
五
年
に
こ
の
地
に
入
り
、
一

二
二
四
年
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
三
世
紀
レ
コ
ン
キ
ス
タ
を
果
た
し
て
い
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
そ
の
時
代
ま
で
は
容
易
に
た
ど
り
う
る
。
図
の
中
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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部
、
東
は
メ
ル
カ
ー
ド
（
市
場
）
、
西
は
パ
セ
オ
（
散
歩
道
）
、
北
は
倉
庫
・
病
院
・
シ
ネ
（
映
画
館
）
、
南
は
カ
ジ
ス
・
マ
ド
リ
ー
ド
間
の
幹
線

道
路
（
E
二
五
号
線
）
に
囲
ま
れ
た
区
域
は
一
見
し
て
古
い
街
並
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
教
会
・
学
校
・
公
私
の
病
院
・
官
公
衙
が
分
布
し
、

商
店
は
小
さ
な
食
料
品
店
と
バ
ル
・
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
が
散
在
す
る
。
市
場
の
西
に
現
代
的
な
店
舗
の
各
種
商
店
が
並
ぶ
が
、
市
場
は
、
か
つ
て
の

ア
ー
バ
ン
フ
リ
ン
ジ
に
位
置
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
い
ま
の
申
心
商
店
街
は
旧
市
街
の
外
縁
に
新
ら
し
く
発
達
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

商
店
の
分
類
は
規
則
に
よ
ら
な
い
で
、
記
号
も
巡
検
時
に
記
入
し
た
ま
ま
を
用
い
た
。
近
郷
の
買
物
圏
の
中
心
と
し
て
の
業
種
・
体
裁
を
整
え
、

現
代
都
市
的
景
観
を
み
せ
て
い
る
。
市
場
の
す
ぐ
北
に
オ
ス
タ
ル
が
、
東
の
街
は
ず
れ
に
二
星
の
ホ
テ
ル
が
あ
る
。
旧
市
街
の
外
側
は
概
ね
住
宅

地
で
あ
る
が
、
幹
線
道
路
沿
い
に
は
公
営
の
高
層
住
宅
（
八
一
一
〇
階
）
も
建
設
中
で
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
周
辺
・
職
業
学
校
付
近
に
多
い
。
闘
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
は
、
こ
の
程
度
の
都
市
に
は
、
ま
ず
例
外
な
く
設
け
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
。

剃図M・・to・⑱中繭と商店分布

グ
ア
ダ
ル
キ
ピ
ル
川

鐵『局

番
曳Banco　de　Esρa肖oI

　　Credm
噌竃気罷轟

■八百や

庚製品

スーパーマーケット

べ

1電気器具

玩具　文房具

食料晶

玩具

1電気器具

　　　　黄客　理薯

　衣鞘晶

食料贔

　クンや
　　　自転章　オートバイ

　　　燃寧斗

駅へ ＝F一

Aoadgmゆ
　Au艦omOvr11sta

聾：賛

　　　　が

衣料

食軒晶

繭翼

小雪物一
。。月

譲

2
、
コ
ル
ド
バ
O
ひ
同
兜
び
鋤
県
・
モ
ン
ト
ロ
ζ
o
口
零
同
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
エ
ン
県
か
ら
コ
ル
ド
バ
県
迄
入
っ
て
一
〇
粁
の
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
、
曲
流
す
る
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
の
河
岸
段
丘
上
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
海
抜
一
九
五
米
で
、
こ
の
町
（
一
・
一
万
人
）
を
核
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
周
辺
五
八
一
平
方
粁
、
人
口
一
・
五
万
（
モ
ン
ト
ロ
を
含

　
　
　
帥
話
　
　
嚇
　
む
）
の
中
心
で
あ
る
。
オ
リ
ー
ブ
を
主
と
し
た
農
産
物
の
集

　
　
　
　
顯
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
地
で
、
駅
よ
り
暗
闘
・
五
粁
に
集
落
が
街
村
状
に
立
地
す

・
伽
鷺
血
腫
葬
聾
発
第
二
図
は
・
イ
ン
ー
ム
見
取
り
図
で
、
役
場

　
　
　
教
　
会
　
　
　
に
も
市
街
図
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
た
め
歩
測
と
観
察
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
ス
ケ
ッ
チ
し
、
稚
拙
だ
が
概
要
は
理
解
し
う
る
と
考
え

糠
難
、
伽
整
て
記
載
・
た
．
街
の
中
心
広
場
は
北
の
方
で
、
役
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
会
・
貯
銀
・
農
協
な
ど
が
囲
み
子
供
た
ち
の
遊
び
場
で
も

三
七



色

第4表コルドバ，セビリア間の代表的Rio地名

者 海抜
（m）

勢力圏
の面積
（km2）

人　　口
　（人） 特，

市
都

Almod6var　del　Rio 123 172．18 8，239
グアダルキビルとグァデ
Bアトの合流点

Palma　del　Rio 54 198．89 18，757 ヘニールとの合流点

Lora　del　Rio 38 293．09 20，914 農産物集散

Alcolea　del　RIo 35 50．02 4，151 　　　　　　　　　、Iリーブ，農産工業

Villaverde　del　Rio 17 41．17 4，411 オリーブなど農産

Alcala　del　R三〇 25 82．42 8，707 レモン，ポテト，オリーブ

Coria　del　Rio 5 61．43 15，083 オリーブ，綿，てんさい

Gran　Enciclopedia　Larousse．1977により作成

三
八

あ
る
。
南
の
広
場
か
ら
は
駅
ま
で
タ
ク
シ
ー
の
便
が
あ
り
、
自
動
車
学
校
前
に
乗
降
場
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

あ
る
。
南
北
の
広
場
に
面
し
て
、
特
に
バ
ル
が
集
ま
り
賑
わ
う
。
正
午
ま
え
か
ら
午
後
二

時
頃
ま
で
と
、
夕
方
六
時
か
ら
九
時
頃
ま
で
が
ピ
L
ク
で
あ
る
。
（
家
庭
で
の
昼
食
は
概

ね
午
後
二
時
す
ぎ
、
夕
食
は
九
時
す
ぎ
で
あ
る
）
。
両
広
場
間
の
街
路
に
は
食
料
品
・
衣

料
・
電
気
器
具
な
ど
日
用
雑
貨
が
扱
わ
れ
銀
行
も
一
店
あ
る
。
前
記
ア
ン
ド
ハ
ル
に
較
べ

る
と
総
じ
て
都
市
的
機
能
が
小
規
模
で
あ
り
、
後
背
地
の
人
口
が
五
分
ノ
一
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
よ
り
在
郷
町
と
し
て
の
性
格
が
明
瞭
に
よ
み
と
れ
る
。

　
段
丘
上
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
川
寄
り
の
家
屋
は
、
い
わ
ゆ
る
吉
野
式
（
道
路
に
面

し
た
一
階
が
家
屋
構
造
で
は
二
階
、
と
き
に
は
三
階
）
で
、
家
屋
内
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
の

眺
望
は
見
事
で
あ
る
。
図
の
北
端
か
ら
少
し
北
に
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
に
か
か
る
石
橋
が
あ

り
一
五
〇
〇
年
頃
の
築
造
で
知
ら
れ
る
。
ま
た
役
場
横
の
サ
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
教
会
は
ゴ

チ
ッ
ク
様
式
で
あ
る
が
、
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
塔
が
混
在
し
て
遠
方
か
ら
も
目
立
つ
。
な
お
、

南
北
広
場
間
の
距
離
は
歩
測
で
約
二
〇
〇
米
で
あ
る
。

3
、

コ
ル
ド
バ
O
ひ
巳
。
げ
⇔
県
・
パ
ル
マ
・
デ
ル
・
リ
オ
℃
巴
ヨ
9
侮
。
「
幻
8

　
コ
ル
ド
バ
と
セ
ビ
リ
ア
の
ほ
ぼ
中
間
、
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
本
流
と
、
支
流
の
中
で
は
最

も
重
要
な
ヘ
ニ
ー
ル
川
の
合
流
点
に
位
置
す
る
。
海
抜
五
四
米
、
周
辺
を
含
め
一
九
九
平

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

方
粁
、
人
ロ
一
・
九
万
人
の
中
心
集
落
で
あ
る
。
コ
ル
ド
バ
を
過
ぎ
る
と
、
と
く
に
リ
オ

地
名
の
多
い
こ
と
に
気
付
く
が
、
い
ず
れ
も
本
流
に
近
く
、
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
農
業
の
中
心

地
域
を
後
背
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
在
郷
町
で
あ
る
q
現
在
な
お
セ
ビ
リ
ア
は
河
港
で

あ
る
が
、
コ
ル
ド
バ
ま
で
水
運
の
あ
っ
た
回
教
徒
・
ロ
ー
マ
時
代
に
は
、
交
通
上
の
要
衝

と
し
て
の
機
能
も
大
き
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
遡
れ
ば
グ
ラ
ナ
ダ
に
至
る
リ
オ
・
ヘ
ニ
ー
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四
〇

ル
と
、
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
本
流
の
合
流
点
に
パ
ル
マ
・
デ
ル
・
リ
オ
が
栄
え
た
の
も
故
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
四
表
は
主
な
リ
オ
地
名
を
示
す
が
、

共
通
し
て
豊
富
な
農
産
物
の
集
散
と
若
干
の
加
工
場
を
特
色
と
し
て
持
っ
て
い
る
。
コ
ル
ド
バ
か
ら
下
流
へ
二
〇
粁
の
ア
ル
モ
ド
バ
ル
・
デ
ル
・

リ
オ
で
海
抜
一
二
三
米
、
次
第
に
下
っ
て
セ
ビ
リ
ア
か
ら
下
流
一
〇
粁
の
コ
リ
ア
・
デ
ル
・
リ
オ
で
五
米
と
な
る
。
ざ
ら
に
川
口
の
サ
ン
ル
カ
ー

ル
．
デ
．
バ
ラ
メ
ダ
ま
で
の
七
〇
粁
は
イ
ベ
リ
ア
最
大
の
低
湿
地
と
な
っ
て
い
る
。
位
置
的
に
は
、
よ
り
下
流
の
ア
ル
カ
ラ
・
デ
ル
・
リ
オ
が
上

流
の
ビ
リ
ャ
ベ
ル
デ
・
デ
ル
・
リ
オ
よ
り
海
抜
八
米
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
単
に
集
落
立
地
の
高
度
差
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。

　
第
三
図
は
パ
ル
マ
．
デ
ル
．
．
リ
オ
市
街
で
あ
る
。
形
態
か
ら
み
て
街
村
の
形
を
と
る
。
西
は
ヘ
ニ
ー
ル
の
谷
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
街
の
至
り

の
方
向
は
、
北
と
東
南
、
特
に
東
へ
の
変
化
が
大
き
い
。
ま
ず
メ
ル
カ
ー
ド
の
す
ぐ
北
の
四
ッ
角
は
現
在
の
中
心
で
あ
る
。
広
場
で
は
な
い
。
外

観
と
し
て
は
銀
行
が
三
店
集
り
商
店
も
軒
を
連
ね
る
。
車
も
疎
ら
で
、
そ
の
必
要
も
な
い
が
、
交
通
警
官
の
出
て
い
る
唯
一
の
場
所
で
あ
る
。
こ

の
四
ッ
角
か
ら
、
や
や
西
に
曲
っ
て
そ
の
後
ほ
ぼ
直
線
に
北
へ
向
う
道
が
最
も
古
い
の
で
は
な
い
か
。
途
中
に
小
さ
な
円
形
の
広
場
が
あ
る
。
た

だ
、
商
店
分
布
は
、
こ
れ
よ
り
北
に
殆
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
こ
の
直
線
路
よ
り
一
つ
東
側
の
弓
状
道
路
南
半
に
二
つ
の
銀
行
そ
の
他
が
あ
り
、
南
下

し
て
先
程
の
四
ッ
角
に
至
る
。
さ
ら
に
、
も
う
一
つ
東
側
の
孤
状
道
路
は
商
店
も
少
な
く
、
農
家
の
分
布
も
多
い
か
ら
、
よ
り
新
ら
し
い
と
考
え

る
。
先
刻
、
出
発
し
た
メ
ル
カ
ー
ド
の
看
板
に
は
一
九
三
〇
年
の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
周
辺
は
近
年
拡
大
し
た
も
の
で
、
メ
ル
カ
ー

ド
を
南
に
下
る
と
、
公
園
を
伴
っ
て
住
宅
地
・
シ
ネ
・
教
会
等
が
あ
っ
て
、
そ
の
東
は
陶
器
工
場
・
大
型
且
動
車
教
習
所
な
ど
と
な
る
。
ま
た
、

そ
の
北
の
学
校
付
近
に
は
、
新
ら
し
い
住
宅
地
や
、
パ
ン
協
同
組
合
．
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
工
場
が
点
在
し
、
北
端
は
公
営
住
宅
・
学
校
の
他
、

引
越
し
た
役
場
．
警
察
署
．
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
。
な
お
、
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
各
都
市
で
見
受
け
ら
れ
る
街
路
樹
に
は
、
オ
レ
ン
ジ
が

多
い
が
、
果
樹
と
し
て
栽
培
し
て
い
な
い
た
め
実
は
食
べ
ら
れ
な
い
。
（
例
え
ば
第
二
図
、
ナ
ラ
ン
ハ
の
並
木
参
照
）
。
こ
の
街
の
新
し
い
住
宅
地

域
に
も
至
る
と
こ
ろ
ナ
ラ
ン
ハ
の
並
木
が
あ
る
が
、
畑
の
も
の
と
全
く
変
ら
な
い
。
当
然
、
つ
い
近
年
ま
で
の
畑
地
を
都
市
化
し
て
、
並
木
道
に

予
定
さ
れ
る
果
樹
は
計
画
に
従
い
残
し
た
も
の
と
考
え
て
間
違
い
は
な
い
。
国
鉄
駅
ま
で
は
街
の
南
端
か
ら
三
粁
近
く
も
離
れ
る
た
め
、
役
場
経

営
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
低
料
金
で
街
中
を
巡
回
し
な
が
ら
連
絡
し
て
い
る
。

4
、

カ
ジ
ス
O
い
象
。
。
県
・
サ
ン
ル
カ
ー
ル
・
デ
・
バ
ラ
メ
ダ
ω
⇔
昌
冨
。
戸
田
Φ
ゆ
舞
冨
日
巴
餌

グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
の
川
口
に
位
置
し
、
同
名
の
郡
（
二
七
三
平
方
粁
、
人
口
五
・
四
万
、
三
自
治
体
）
の
中
核
で
あ
る
。
市
の
面
積
一
六
五
・
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四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

二
九
平
方
粁
、
人
口
四
万
人
、
海
抜
三
〇
米
。
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
歴
史
は
、
こ
の
川
を
遡
っ
て
作
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
回
教
徒
か
ら
こ
の
地
を
回
復
し
た
の
は
一
二
六
四
年
、
了
ル
フ
ォ
ン
ソ
十
世
の
と
き
で
あ
る
。
と
く
に
、
一
四
九
八
年
に
お
け
る
コ
ロ
ン
ブ
ス

の
第
三
回
目
探
険
や
、
一
五
一
九
年
の
マ
ゼ
ラ
ン
の
世
界
周
航
が
、
こ
の
地
を
出
発
し
た
こ
と
で
広
く
世
界
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
四

図
は
現
在
の
市
街
図
で
あ
る
。
今
ま
で
み
た
在
郷
の
市
場
町
と
は
趣
を
異
に
し
、
古
城
サ
ン
チ
ア
ゴ
が
そ
の
核
と
な
っ
て
い
る
。
城
は
崩
壊
し
た

部
分
も
多
く
閉
鎖
さ
れ
周
辺
を
観
察
す
る
に
と
ど
め
る
。
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
の
基
盤
の
上
に
専
門
学
校
が
置
か
れ
落
着
い
た
環
境
で
あ
る
。
城
を
下

る
と
一
方
を
市
場
に
面
し
た
袋
状
の
広
場
が
あ
り
、
興
味
深
い
形
で
あ
る
が
人
の
集
り
に
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
公
衆
浴
場
の
前
あ
た
り
に
、

い
く
ら
か
の
露
店
を
み
る
の
み
で
あ
る
。
屈
曲
し
た
大
小
の
広
場
が
連
な
る
こ
の
付
近
は
当
然
古
い
都
市
核
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
賑

わ
い
を
み
せ
な
い
の
は
惜
し
ま
れ
る
。

　
そ
れ
に
引
き
替
え
、
役
場
の
前
の
通
り
は
現
代
的
な
商
店
街
に
な
っ
て
い
て
、
銀
行
・
日
用
雑
貨
・
食
料
品
・
バ
ル
・
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
等
が
連

な
り
都
市
的
景
観
を
呈
す
る
。

　
次
に
周
辺
を
み
る
と
、
概
ね
新
し
い
住
宅
地
に
囲
ま
れ
る
が
、
学
校
。
シ
ネ
マ
．
浄
化
場
・
墓
地
・
レ
ン
ガ
工
場
・
植
物
園
・
協
同
組
合
・
倉

庫
．
闘
牛
場
な
ど
が
散
見
す
る
。
海
岸
に
近
く
、
私
鉄
の
駅
が
あ
る
が
、
カ
ジ
ス
に
近
い
プ
エ
ル
ト
・
デ
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア
（
三
・
六
万
人
）

に
至
る
。
海
岸
に
ク
ラ
ブ
・
幅
広
い
散
歩
道
が
あ
る
の
は
、
海
水
浴
場
と
し
て
名
高
い
た
め
で
あ
る
。

四
、
古
都
の
都
市
計
画

・
こ
れ
ま
で
、
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
小
都
市
に
つ
い
て
市
街
図
を
も
と
に
、
そ
の
景
観
を
眺
め
て
き
た
。
次
は
、
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
少

な
い
こ
れ
ら
の
集
落
と
異
な
り
、
広
く
知
ら
れ
た
歴
史
的
都
市
に
つ
い
て
、
そ
の
都
市
計
画
と
土
地
利
用
プ
ラ
ン
を
概
観
し
て
み
た
い
。

－
、

コ
ル
ド
バ
O
ひ
凌
。
げ
鋤
の
事
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
コ
ル
ド
バ
市
役
所
で
得
た
地
図
の
中
に
、
一
八
五
一
年
の
コ
彗
。
号
O
ひ
a
。
冨
の
コ
ピ
ー
が
あ
る
。
近
代
産
業
の
始
ま
る
以
前
の
市
域
の
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

子
が
知
り
得
て
興
味
深
い
。
ま
た
、
同
時
に
入
手
し
た
第
五
図
と
比
較
し
て
み
る
と
、
当
時
の
市
域
は
現
在
の
歴
史
的
芸
術
的
保
存
地
域
と
商
業

地
域
の
約
半
分
（
闘
牛
場
の
あ
る
一
画
と
、
そ
の
東
側
の
区
画
を
除
い
て
）
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
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四
四

　
コ
ル
ド
バ
の
白
い
家
並
み
の
続
く
曲
り
く
ね
っ
た
道
は
、
花
に
飾
ら
れ
た
パ
テ
ィ
オ
の
風
物
と
と
も
に
、
こ
の
街
を
代
表
す
る
観
光
要
素
で
あ

る
。
市
役
所
の
都
市
計
画
の
主
眼
は
、
い
か
に
そ
れ
ら
の
景
観
を
修
復
保
存
す
る
か
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
机
に
ひ
ろ
げ

ら
れ
た
作
業
中
の
図
面
は
、
歴
史
的
建
造
物
の
修
復
に
関
す
る
製
図
が
殆
ん
で
あ
る
。

　
地
域
住
民
の
生
活
向
上
を
何
に
託
す
か
を
考
え
た
場
合
、
内
陸
の
立
地
条
件
の
悪
い
こ
の
地
に
高
度
な
工
業
化
を
望
む
の
は
無
理
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
弊
害
を
思
え
ば
、
む
し
ろ
貴
重
な
歴
史
的
建
造
物
や
街
並
み
を
含
め
て
環
境
改
善
に
努
め
、
国
内
外
よ
り
の
客

を
集
め
る
の
が
得
策
と
思
わ
れ
る
。
第
五
図
の
土
地
利
用
計
画
を
み
て
も
、
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、
中
核
と
な
る
の
は
観
光

対
象
と
院
て
の
保
存
地
域
で
、
前
述
の
よ
う
に
そ
の
保
全
．
整
備
に
つ
と
め
る
。
ス
ペ
イ
ン
で
市
販
さ
れ
て
い
る
・
ル
ド
バ
市
街
図
や
政
府
発
行

の
案
内
を
み
て
も
、
記
載
の
地
図
は
旧
市
街
の
み
で
あ
る
。
そ
の
周
辺
は
、
＝
信
Φ
答
仁
。
、
U
d
鶏
ユ
ρ
0
9
ヨ
宮
な
ど
畑
・
郊
外
・
野
原
・
い
な
か
等
を

あ
ら
わ
す
地
名
で
表
記
さ
れ
て
い
て
対
象
外
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
都
市
人
口
の
変
遷
（
第
五
表
）
を
み
る
と
、
一
八
五
一
年
の
コ
貴
。
号
O
ひ
巳
。
げ
陣
と
同
時
代
で
は
人
口
三
・
七
万
人
の
規
模

で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
七
〇
年
に
は
二
三
．
六
万
人
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
増
加
分
は
概
ね
旧
市
街
の
一
部
で
あ
る
前
記
商
業
地
域
と

旧
市
街
を
と
り
囲
む
周
辺
地
域
に
分
布
し
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
周
辺
区
の
環
境
整
備
が
旧
市
街
の
保
存
・
修
復
と
相
侯
っ
て
、
現
代
的
な
歴
史

的
観
光
都
市
と
し
て
の
機
能
を
備
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
例
え
ば
第
五
図
の
ほ
ぼ
中
央
、
闘
牛
場
の
西
側
を
、
南
北
に
幅
広
い
散
歩
道
・
庭
園
が
通
じ
る
・
こ
れ
は
旧
市
域
の
外
縁
に
あ
た
秘
が
・
そ
の

西
方
一
帯
は
高
層
化
さ
れ
た
山
口
同
級
住
宅
群
や
ホ
テ
ル
等
が
建
設
さ
れ
整
備
さ
れ
た
現
代
都
市
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
（
集
中
再
開
発
地
域
A
）
。
ま

た
旧
市
街
の
東
側
一
帯
に
多
く
み
る
再
開
発
B
地
域
も
、
一
般
住
宅
を
主
と
し
た
建
設
に
努
力
し
て
い
る
地
区
で
あ
る
。
第
五
図
は
一
九
五
八
年

作
成
の
も
の
で
あ
る
が
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
マ
ド
リ
ー
ド
の
基
本
計
画
が
一
九
六
一
年
に
出
来
て
い
る
し
、
後
述
の
セ
ビ
リ
ア
も
概
ね
六
〇
年

代
以
降
が
多
い
か
ら
、
コ
ル
ド
バ
は
ス
ペ
イ
ン
で
も
計
画
の
早
い
都
市
と
い
え
よ
う
。
な
お
同
図
中
で
、
鉄
道
用
地
に
な
っ
て
い
る
東
側
は
闘
牛

場
東
、
コ
ロ
ン
広
場
の
北
方
ま
で
現
在
コ
ル
ド
バ
駅
に
な
っ
て
い
る
。

2
、
セ
ビ
リ
ア
ω
o
く
崔
Ω
。
の
事
例

マ
ド
リ
ー
ド
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
バ
レ
ン
シ
ア
に
次
ぐ
ス
ペ
イ
ン
第
四
位
の
人
口
を
有
し
、
こ
の
状
況
は
一
九
世
紀
末
以
来
変
っ
て
い
な
い
。



遷変口人の市都第5表

19701950192018871857市都

3，146，071
　　　（1）

1，745，142
　　　（2）

　　548，072
　　　（4）

　　653，690
　　　（3）

　　374，452
　　　（7）

　　135，743
　　　（22）

　　190，429
　　　（13）

　　235，632
　　　（11）

　　114，510
　　　（25）

　　　78，156
　　　（32）

　　410，490
　　　（6）

　　　96，689
　　　（28）

1，618，435
（1）

1，280，179
@　　（2）

376，627
i4）

509，075
i3）

276，222
i6）

100，249
i18）

154，378
i9）

165，403
i10）

76，497
i20）

61，610
i28）

229，334
i7）

63，468
i26）

750，896
（1）

710，335
（2）

205，529
（4）

251，258
（3）

150，584
（5）

76，718
（10）

103，368
（9）

73，710
（13）

50，194
（17）

33，444
（27）

112，819
（8）

34，437
（34）

477，283
（1）

272，481
（2）

143，182
（4）

170，763
（3）

134，016
（5）

62，531
（9）

73，006
（8）

55，614
（12）

36，200
（18）

25，706
（25）

50，772
（13）

18，195
（34）

281，170
（1）

手18を125

112，139
（3）

106，435
（4）

92，611
（5）

63，513
（6）

63，113
（7）

36，501
（11）

23，018
（16）

19，738
（20）

17，649
（24）

8，423
（42）

マドリード

バルセロナ

アリビセ

バレンシア

ガ
　
　
ス
　
　
ダ
　
　
バ

ラ
　
　
　
ジ

ナ
　
　
ド

ー
フ

ノレ

マ
　
　
カ
　
　
グ
　
　
コ

アルメリア

ン
　
　
オ
　
　
バ

工

バ
　
　
ル

ル
　
　
ェ

ハ
　
　
ビ
　
　
ウ

（註）　（）内の数字は50県庁所在地中の順位を示す

　　　Emilo　Alija　Rivar6s＝Geografia　de　Espaiaにより作成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

（
第
五
表
参
照
）
。
平
均
高
度
一
〇
米
、

グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
最
上
流
に
あ
る
河

港
で
流
域
随
一
の
工
業
都
市
で
あ
る

が
前
記
コ
ル
ド
バ
や
グ
ラ
ナ
ダ
と
共

に
、
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
を
代
表
す
る
歴

史
的
都
市
と
し
て
観
光
客
を
招
来
す

る
。
市
役
所
本
庁
か
ら
離
れ
て
、
ス

ペ
イ
ン
広
場
近
く
に
あ
る
都
市
計
画

課
も
約
二
Q
O
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
擁

す
る
が
、
コ
ル
ド
バ
同
様
、
保
存
地

区
の
修
復
・
整
備
に
最
も
重
点
を
置

い
て
い
る
。
第
六
図
は
同
課
で
得
た

　
　
　
　
　
　
　
⑳

資
料
の
一
部
で
あ
る
。
図
中
央
左
上

の
斜
線
部
分
が
旧
市
街
地
に
あ
た
り
、

一
部
の
建
物
（
例
え
ば
闘
牛
場
・
救

済
病
院
な
ど
）
を
除
い
て
は
、
　
一
六

世
紀
に
完
成
さ
れ
て
い
た
。
す
ぐ
南

に
接
す
る
旧
タ
バ
コ
工
場
は
、
オ
ペ

ラ
「
カ
ル
メ
ン
」
で
知
ら
れ
る
が
、

一
八
世
紀
の
ア
ー
バ
ン
フ
リ
ン
ジ
に

あ
た
る
。
こ
の
地
は
現
在
の
セ
ビ
リ

ア
大
学
で
、
　
一
九
世
紀
末
の
も
の
で

四
五



第6図　セビリアの開発計画
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⑳

あ
る
。
前
記
第
五
表
に
よ
っ
て
も
、
一
九
世
紀
末
の
人
口
は

一
四
万
人
に
す
ぎ
ず
、
都
市
域
も
旧
市
街
と
当
時
の
外
縁
の

一
部
、
そ
れ
に
運
河
を
越
え
た
バ
リ
オ
・
デ
・
ト
リ
ア
ナ
の

一
画
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
第
六
図
の
各
区
画
に
示
す
記

号
は
開
発
計
画
の
発
議
主
体
で
、
E
は
国
が
、
M
は
市
、
P

は
民
間
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
数
字
は
、
そ
の
計
画
が
政
府

に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
年
月
で
あ
る
。
旧
市
街
を
は
じ
め
、

そ
の
周
辺
に
拡
が
る
地
区
は
殆
ん
ど
市
の
計
画
・
発
議
に
な

る
も
の
で
、
自
治
体
と
し
て
当
然
と
思
わ
れ
る
が
概
ね
一
九

六
〇
年
代
以
降
で
あ
る
。
国
と
民
間
の
そ
れ
は
都
市
域
東
方

の
山
手
寄
り
に
多
く
み
ら
れ
る
が
、
民
間
の
も
の
で
は
運
河

対
岸
の
バ
リ
オ
・
デ
・
ト
リ
ア
ナ
南
側
に
一
九
二
五
年
八
月

許
可
の
地
区
が
あ
り
、
工
場
施
設
な
ど
の
拡
張
計
画
で
あ
っ

た
と
推
測
す
る
が
未
調
査
で
あ
る
。
な
お
許
可
年
月
の
記
さ
れ
て
い
な
い
地
区
は
計
画
審
議
の
段
階
と
考
え
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
歴
史
的
建
造
物
に
恵
ま
れ
、
他
の
西
欧
諸
国
と
は
趣
の
異
な
る
屈
曲
し
た
街
路
と
家
並
み
の
景
観
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
立
派

な
文
化
財
で
あ
る
。
殊
に
カ
テ
ド
ラ
ル
の
一
角
、
ヒ
ラ
ル
ダ
の
塔
か
ら
市
街
を
眺
望
す
る
と
、
足
下
に
拡
が
る
旧
市
街
の
特
色
あ
る
風
物
や
、
遠

く
旧
市
を
と
り
囲
む
高
層
の
住
宅
群
の
遠
望
な
ど
、
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
に
展
開
さ
れ
る
歴
史
的
都
市
の
姿
は
圧
巻
で
あ
る
。

　
コ
ル
ド
バ
と
同
じ
く
、
古
い
市
街
地
を
保
存
・
修
復
し
な
が
ら
、
な
お
現
代
都
市
と
し
て
整
備
発
展
し
つ
つ
あ
る
現
況
を
眼
前
に
理
解
し
う
る

の
で
あ
る
。

五
、
む
す
び
に
か
え
ζ

以
上
を
要
す
る
に
、
古
来
い
く
た
の
大
き
い
文
化
的
混
合
を
経
た
故
に
最
も
ス
ペ
イ
ン
ら
し
さ
を
留
あ
る
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
で
、
そ
の
動
脈



と
な
っ
た
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
流
域
の
都
市
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。
主
眼
は
、
、
限
ら
れ
た
枚
数
内
の
解
説
よ
り
は
、
む
し
ろ
入
手
し
え

た
集
落
図
の
紹
介
に
置
い
て
い
る
。
我
が
国
に
於
け
る
ス
ペ
イ
ン
の
地
理
学
研
究
が
他
の
西
欧
諸
国
に
較
べ
極
端
に
少
な
い
故
に
で
も
あ
る
。

　
二
〇
世
紀
は
世
界
的
に
科
学
技
術
の
進
展
と
都
市
化
の
時
代
で
あ
っ
た
。
地
理
的
に
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
角
に
あ
り
、
か
つ

て
は
世
界
に
先
駆
け
て
海
外
に
雄
飛
し
た
ス
ペ
イ
ン
が
、
永
い
停
滞
と
政
治
的
混
乱
に
よ
っ
て
久
し
く
中
進
国
的
な
地
位
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
既
述
の
ご
と
く
都
市
の
規
模
か
ら
み
て
も
、
急
激
に
工
業
化
を
進
め
た
我
が
国
が
百
万
都
市
八
を
含
め
、
人
口
一
〇
万
以
上
一

八
一
市
（
一
九
七
七
・
三
月
末
）
を
数
え
る
の
と
対
比
し
て
も
、
そ
の
緩
慢
さ
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
世
界
的
な
都
市
化
の
傾
向
は
現
在
に
至
っ
て
、
漸
く
都
市
内
部
の
諸
問
題
に
再
検
討
す
べ
き
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

例
え
ば
大
阪
市
が
昭
和
六
五
年
を
目
標
と
し
て
、
「
働
き
や
す
く
、
住
み
よ
い
、
楽
し
い
ま
ち
」
づ
く
り
を
設
定
し
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
り
、
緑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

化
や
「
歴
史
の
散
歩
道
」
整
備
な
ど
に
努
め
る
の
も
、
「
働
き
や
す
い
が
住
み
に
く
い
」
と
い
わ
れ
る
現
実
か
ら
の
向
上
を
目
指
す
か
ら
で
あ
る
。

　
一
面
、
都
市
化
の
遅
れ
た
ス
ペ
イ
ン
諸
都
市
に
、
却
っ
て
壊
さ
れ
な
い
ま
ま
の
風
物
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
れ
は
単
に

景
観
の
み
で
な
く
、
土
地
の
人
々
の
心
根
を
も
含
め
た
地
域
全
体
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
ス
ペ
イ
ン
の
中
で
も
、
敢
え
て
後
進
的
地
域
と
い

え
る
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
に
著
し
い
。
こ
の
地
域
に
は
、
グ
ラ
ナ
ダ
、
コ
ル
ド
バ
、
セ
ビ
リ
ア
を
結
ん
で
、
い
わ
ゆ
る
功
同
醇
昌
ひ
q
三
。
じ
d
σ
諏
8
の
著
名

な
歴
史
的
遺
産
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
訪
れ
る
観
光
客
と
て
な
い
多
く
の
小
集
落
に
ま
で
至
る
と
こ
ろ
に
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
十
年
一
日
の
如
く
と
い
う
が
、
我
々
は
土
地
の
人
か
ら
み
て
、
あ
り
ふ
れ
た
街
角
や
小
集
落
の
た
た
ず
ま
い
の
中
に
数
百
年
も
変
ら
ぬ
と
思
わ

れ
る
素
朴
で
鄙
び
た
景
観
に
接
し
う
る
。
こ
れ
は
既
に
先
進
工
業
国
の
現
代
都
市
で
は
失
な
わ
れ
て
久
し
い
、
或
は
急
速
な
勢
い
で
な
く
な
り
つ

つ
あ
る
情
緒
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
た
こ
の
こ
と
は
訪
れ
る
人
達
に
、
単
な
る
旅
情
と
は
異
な
る
言
い
し
れ
な
い
遣
る
瀬
無
さ
を
呼
び
起
さ
せ
る
。

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
に
漂
う
物
悲
し
さ
は
、
代
表
的
な
踊
り
で
あ
る
フ
ラ
メ
ン
コ
の
激
し
く
早
い
リ
ズ
ム
と
喧
燥
に
も
聞
え
る
拍
手
の
中
に
さ
え
感

得
し
う
る
。
こ
れ
は
人
々
の
心
を
表
現
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
は
、
そ
う
し
た
素
朴
で
飾
ら
な
い
、
し
か
も
訴
え
る
悲
し
さ
を
持

っ
た
人
々
の
故
郷
で
あ
る
。

　
特
有
の
情
緒
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
フ
リ
カ
」
と
ま
で
い
わ
し
め
る
眩
し
い
ば
か
り
の
太
陽
は
、
国
外
か
ら
も
多
数
の
人
々
を
集
め
る
。
フ
ラ

ン
ス
海
岸
に
続
く
コ
ス
タ
・
ブ
ラ
バ
に
始
ま
り
、
コ
ス
タ
・
デ
ル
・
ソ
ル
に
至
る
地
中
海
岸
は
、
沖
合
の
マ
ジ
ョ
ル
カ
諸
島
を
含
め
て
太
陽
を
求
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⑳

め
る
人
達
で
賑
う
。
ス
ペ
イ
ン
は
世
界
一
の
観
光
黒
字
を
挙
げ
る
国
で
あ
る
。
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ま
た
、
現
代
に
生
き
る
こ
の
国
が
工
業
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
願
い
、
経
済
発
展
を
進
め
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
経
済
的
・

社
会
的
地
位
が
国
内
先
進
地
域
に
伍
す
る
ま
で
に
は
、
な
お
多
く
の
課
題
を
解
決
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
住
み
よ
く
、
楽
し
い
ま
ち
」
に

加
え
て
「
働
き
や
す
い
（
就
職
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
）
ま
ち
」
づ
く
り
に
努
あ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
数
年
で
際
立
っ
て
汚
れ

て
し
ま
っ
た
、
泡
だ
ら
け
の
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
の
流
れ
が
心
に
か
か
っ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
付
記
）
昭
和
五
二
年
度
大
阪
府
在
外
研
究
員
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
出
張
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
る
。
こ
の
小
稿
は
研
修
の
一
部
で
あ
り
、
昭
和
五
三
年
度
の
近
畿
都
市
学
会
（
於
奈
良
女
子
大
学
）
口
答
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
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③
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掲
③
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え
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％
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％
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％
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％
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五
％
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ラ
が
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・
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カ
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ス
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・
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ル
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・
五
％
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で
あ
る
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掲
④
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％
、
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
一
四
・
四
％
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．
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％
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四
％
、
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マ
ド
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八
・
八
％
、
ア
ス
ト
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・
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
九
．
九
％
等
で
あ
る
。

⑪
　
前
掲
④
。
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
農
地
の
規
模
を
分
類
し
て
、
零
細
農
地
を
ニ
ヘ
ク
タ
：
ル
ま
で
（
①
戸
数
一
七
二
七
九
四
、
②
全
体
の
一
四
．
八
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、
③
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積
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九
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○
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④
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％
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①
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③
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．

　
九
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①
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九
四
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○
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②
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○
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〇
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④
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．
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程
度
所
有
は
二
〇
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〇
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①
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③
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④
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○
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①
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②
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○
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④
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〇
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で
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》
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九
六
五
i
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九
六
八
年
で
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
ニ
・
四
万
人
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
一
・
九
万
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物
ブ
ラ
ジ
ル
○
・
六
万
人
、
ウ
ル
グ
ワ
イ
○
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七
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入
、
メ
キ
シ
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O
・
一
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万
入
、
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の
米
州
諸
国
一
・
・
○
万
人
、
キ
ュ
ー
バ
な
し
、
計
六
・
四
万
人
と
な
っ
て
米
州
諸
国
へ
の
移
動
が
漸
減
し
て
い
る
。
こ
れ

　
に
対
し
、
・
現
今
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
へ
の
移
動
が
多
く
、
一
九
六
〇
」
一
九
⊥
ハ
七
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で
は
フ
ラ
ン
ス
六
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九
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．
七

　
万
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．
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も
五
〇
書
中
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上
位
二
〇
位
内
に
含
ま
れ
、
移
住
．
出
稼
ぎ
の

　
多
い
地
域
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
ア
ン
ダ
ル
シ
プ
の
農
業
と
移
民
に
つ
い
て
は
、
自
ル
ド
バ
県
を
例
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レ
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細
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報
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る
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6
揖

．
四
九



五
〇
．

⑬
》
団
ロ
ロ
雷
巨
。
9
0
号
ζ
⇔
時
旦
勾
。
置
ヨ
魯
早
言
畠
幹
凶
8
お
δ
．
℃
や
。
。
①
～
。
。
メ
年
間
に
お
け
る
マ
ド
リ
ー
ド
へ
の
移
住
を
地
域
別
に
み
る
と
、
出
入
差
引

　
で
、
カ
ス
チ
ー
リ
ャ
．
ラ
．
ビ
エ
ハ
が
二
二
八
九
人
で
首
位
と
な
り
、
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
ニ
〇
六
｝
人
、
エ
ス
ト
レ
マ
ド
ー
ラ
一
九
六
〇
人
、
レ
オ
ン
一
二
九
七

　
人
、
ガ
リ
シ
ア
四
六
〇
人
、
ア
ラ
ゴ
ン
ニ
七
〇
人
、
ム
ル
シ
ア
ニ
三
八
人
、
北
ア
フ
リ
カ
ニ
〇
四
人
、
カ
ナ
リ
ア
ス
一
六
九
人
、
バ
ス
ク
＝
ハ
八
人
、
ナ
バ
ラ

　
ニ
五
人
、
バ
レ
ア
レ
ス
一
五
人
、
外
国
人
二
八
七
三
人
等
。
ま
た
カ
ス
チ
ー
リ
ャ
・
ラ
・
ヌ
エ
バ
へ
は
差
引
一
九
五
七
五
人
、
バ
レ
ン
シ
ア
三
一
．
四
人
、
カ
タ

　
ル
ー
ニ
ャ
一
〇
五
人
な
ど
が
出
超
で
あ
る
。

⑭
前
掲
⑧
。
一
九
一
〇
年
頃
の
文
盲
率
を
み
る
と
統
計
の
ミ
ス
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
高
率
で
あ
る
。
現
在
は
主
と
し
て
老
人
に
し
か
見
う
け
ら
れ
．

　
な
い
が
、
大
き
い
郵
便
局
で
は
代
書
の
係
員
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

⑮
　
前
掲
③
統
計
書

⑯
　
前
掲
①
、
ε
ヨ
。
℃
ニ
ヨ
臼
ρ
窯
謹
．

⑰
　
前
掲
①
、
8
ヨ
。
怨
℃
二
8
ρ
窯
α
①
’

⑱
　
バ
ル
じ
d
震
。
和
文
で
は
酒
場
だ
が
趣
は
か
な
り
異
な
る
。
居
酒
屋
の
よ
う
な
気
易
い
零
囲
気
で
地
区
住
民
の
憩
い
の
場
、
社
交
場
で
も
あ
る
。
決
し
て
狼
雑

　
で
は
な
く
、
制
服
の
警
官
が
ち
ょ
っ
と
立
寄
っ
て
一
杯
あ
お
る
と
出
て
い
く
風
景
も
珍
し
く
な
い
。
一
般
に
は
ブ
ド
ウ
酒
だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
も
殊
に

　
高
温
乾
燥
で
あ
る
た
め
、
ビ
ー
ル
も
よ
ぐ
出
る
。
大
都
市
で
は
、
バ
ル
と
は
別
に
セ
ル
ベ
セ
リ
ア
（
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
）
が
機
能
分
化
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
買

　
物
帰
り
の
子
供
つ
れ
の
主
婦
も
よ
く
見
か
け
る
。

⑲
　
前
掲
①
。
8
目
。
。
g
碧
p
噂
①
9

⑳
　
前
掲
①
　
8
ヨ
。
づ
。
＜
。
ロ
p
℃
ミ
ト
。
●

⑳
　
国
×
8
一
①
金
聾
日
。
＞
罷
2
磐
冨
巨
。
塵
。
ω
餌
三
口
。
舞
ユ
㊦
じ
σ
畳
缶
目
。
匹
p
の
資
料
に
よ
る
。
図
中
の
一
線
で
囲
っ
た
地
域
は
、
い
わ
ゆ
る
古
い
都
市
域

　
〉
昂
ユ
o
q
口
。
Ω
暑
熱
を
示
す
が
、
市
役
所
で
の
聞
き
と
り
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
街
路
形
態
や
現
地
の
観
察
か
ら
み
て
、
サ
ン
チ
ア
ゴ
城
や
市
場
周
辺
の
最
も

　
古
い
と
考
え
ら
れ
る
地
域
と
同
時
代
に
建
設
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
現
市
域
の
中
で
の
古
い
市
街
地
と
解
す
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。

⑫
　
国
蓉
①
一
①
艮
聾
目
。
》
Σ
三
節
巳
。
馨
。
ユ
。
O
ひ
巳
。
ぴ
㊤
所
蔵
。
コ
き
。
号
O
ひ
巳
。
げ
m
H
。
。
窪
。
こ
の
駄
袋
の
方
位
に
疑
問
点
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
指

　
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

＠
　
国
首
9
0
轟
賦
臼
。
＞
Σ
沼
館
ヨ
凶
Φ
三
〇
α
o
O
ひ
註
。
臼
．
”
コ
置
O
魯
臼
β
。
一
魁
ゆ
O
a
o
器
9
9
血
。
「
螢
Ω
民
重
傷
o
O
ひ
乙
。
げ
ρ
お
O
c
。
●

⑳
　
勺
ロ
三
一
。
碧
δ
ロ
Φ
ω
鮎
9
蜜
言
一
ω
宕
昌
。
ユ
。
ぎ
h
9
目
㊤
9
9
団
↓
弩
舗
装
。
な
ど
は
各
主
要
観
光
地
案
内
を
用
意
し
て
い
る
。

⑳
．
前
掲
⑧
8
田
。
国
”
喝
も
●
H
匡
～
旨
α



⑳
　
勺
器
㊦
o
締
一
⇔
≦
。
8
臥
⇔
と
〉
〈
。
三
留
○
窪
臼
巴
里
凶
日
。
号
空
く
①
冨
で
コ
ル
ド
バ
駅
前
か
ら
南
北
に
通
じ
る
現
市
域
の
代
表
的
道
路
で
あ
る
。
ス
ペ

　
イ
ン
の
場
合
、
大
都
市
の
外
縁
に
幅
広
い
現
代
的
道
路
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
首
都
マ
ド
リ
ー
ド
の
ア
ト
ー
チ
ャ
駅
か
ら
北
へ
、
シ
ベ
ー
レ
ス
広
場
・
コ
ロ

　
ン
広
場
を
経
て
カ
ス
チ
ー
リ
ャ
広
場
へ
向
う
南
北
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
一
九
世
紀
半
ば
頃
ま
で
の
市
域
外
縁
に
あ
た
る
こ
と
と
同
様
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

　
賢
明
な
都
市
計
画
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
コ
ル
ド
バ
の
土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
コ
ル
ド
バ
市
都
市
計
画
課
の
ホ
セ
・
レ
ボ
ロ
・
デ
ィ
セ
ン
タ
氏
ω
押
O
」
o
ω
Φ
閃
㊦
げ
。
ま
∪
一
8
昌
3
”
ζ
ロ
三
。
首
鑑

　
儀
①
d
目
げ
9
。
⇔
冨
ヨ
o
O
曾
山
。
げ
鱒
・
の
御
教
示
に
よ
る
。

⑳
　
前
掲
①
8
ヨ
。
昌
。
く
①
ロ
ρ
℃
雪
①

⑳
　
》
団
口
三
角
日
冨
三
〇
号
も
り
。
忌
＝
薗
噛
ω
8
9
ひ
口
飢
o
d
同
げ
§
凶
ψ
ヨ
。
“
℃
『
昌
O
魯
鐙
巴
匹
①
○
巳
①
冨
9
9
．

⑳
前
掲
⑳
、
六
七
八
頁

⑳
　
拙
稿
。
「
大
阪
都
市
圏
に
お
け
る
住
文
化
の
地
域
構
造
」
、
『
都
市
と
文
化
』
日
本
米
市
単
会
編
所
収
、
一
九
七
八
年
。

⑳
　
前
掲
③
及
び
前
掲
④
、
六
六
四
頁

　
　
｝
九
七
六
年
半
は
二
七
三
九
万
人
の
外
国
人
が
入
国
。
六
二
・
四
％
が
自
動
車
。
二
六
・
七
％
が
航
空
機
。
五
・
九
％
が
鉄
道
。
四
・
九
％
が
港
か
ら
で
あ

　
る
。
国
別
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
（
三
四
・
六
％
）
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
一
八
・
○
％
）
、
西
ド
イ
ツ
（
｝
四
・
二
％
）
、
イ
ギ
リ
ス
（
一
〇
・
九
％
）
、
ベ
ネ
ル
ク
ス

　
（
七
二
【
％
）
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
（
四
・
三
％
）
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
（
三
・
四
％
）
、
中
・
南
米
諸
国
（
一
・
三
％
）
等
が
主
で
あ
る
。

　
　
ま
た
…
九
七
〇
年
の
場
合
、
ス
ペ
イ
ン
五
〇
県
中
の
上
位
二
〇
県
を
記
す
と
、
　
㊥
⇔
d
鉱
。
霞
。
。
。
（
同
ω
．
“
＆
）
．
⑲
ζ
9
酔
一
二
（
H
卜
。
●
ω
検
）
・
㊥
ゆ
霞
8
δ
塁
（
。
。
．
癖

　
検
）
．
㊥
ζ
巴
螢
α
q
9
（
α
・
①
」
襖
」
陰
　
⑤
〔
｝
①
目
O
P
β
◎
　
（
0
’
N
猷
）
●
◎
≧
凶
8
ヨ
Φ
（
。
。
b
戦
）
・
㊥
ω
。
鼠
一
『
（
ド
㊤
凝
）
．
㊥
匿
ω
霊
ぎ
器
（
b
。
．
㊤
硬
）
●
◎
N
胃
㊤
σ
q
。
鑓
（
P
り

検
）
●
⑧
ω
里
諺
9
。
匿
①
↓
。
最
一
h
①
（
卜
。
．
。
。
譲
）
・
⑭
＜
㊤
延
。
冨
（
鍍
譲
）
・
⑯
○
§
§
（
悼
．
蕊
）
．
⑤
9
自
証
p
愚
）
・
⑪
o
巳
旨
§
（
p
。
硬
）
・

　
⑤
↓
震
鑓
α
q
8
㊤
（
H
’
題
言
）
・
⑧
O
ひ
a
o
訂
（
ド
①
硬
）
・
⑬
頴
艮
号
（
同
・
α
凝
）
’
⑧
ω
三
七
巳
臼
（
ピ
ω
凍
）
●
⑥
℃
8
8
〈
巴
話
（
同
・
O
＆
）
■
⑧
O
二
刀
亀
9
（
μ
』
猷
）

　
と
な
る
。

⑳
　
観
光
白
書
、
暗
和
五
三
年
版
内
総
理
府
編
。

　
　
一
九
七
六
年
の
場
合
、
収
入
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
続
い
て
ス
ペ
イ
ン
は
第
五
位
（
三
〇
・
八
街
ド
ル
）
で
あ
る

　
が
、
．
収
支
は
二
六
・
八
億
ド
ル
の
黒
字
ど
な
り
第
一
位
で
あ
る
。
次
い
で
イ
タ
リ
ア
（
一
八
・
二
億
ド
ル
）
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
一
七
・
三
二
ド
ル
）
、
イ
ギ
リ

　
ス
（
一
〇
・
九
億
ド
ル
）
等
と
な
る
。

五
一


